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The copyright is obviously one of the intellectual property rights.  The Copyright Law 
provides copyright protection and the right of use.  Faculty members who treat the 
entrance examination have to comprehend the law.  Article 36 of the Copyright Law 
provides reproduction right of published literary works in the case of using the works for 
the entrance examination or other licensing examinations.  This note explains interpretation 
and operation of the Article 36 and the related Articles with examples. 
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「第十条  この法律にいう著作物を例示すると、
おおむね次のとおりである。  
一   小説、脚本、論文、講演その他の言語の
著作物  
二   音楽の著作物  
三   舞踊又は無言劇の著作物  
四   絵画、版画、彫刻その他の美術の著作物  
五   建築の著作物  
六   地図又は学術的な性質を有する図面、図
表、模型その他の図形の著作物  
七   映画の著作物  
八   写真の著作物  
九   プログラムの著作物  
２   事実の伝達にすぎない雑報及び時事の報
道は、前項第一号に掲げる著作物に該当しない。  





一   プログラム言語 プログラムを表現する
手段としての文字その他の記号及びその体系をい
う。  
二   規約 特定のプログラムにおける前号の
プログラム言語の用法についての特別の約束をい
う。  






1)  新聞等の事実のみを伝える雑報 
2)  著作者が亡くなって 50 年以上経つ著作物
（例外あり） 
3)  公開されて 70 年以上経つ映画の著作物 





7)  著作権者が権利放棄をした著作物 
1)の新聞の雑報の例として、「平成 7 年 1 月 17
日、淡路島北部沖の明石海峡を震源として、地震
が発生した。」というのは、単なる雑報となり、保
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 ① 当該試験の受験生本人（持ち帰り） 
(2) 問題残部の譲渡が法律の解釈上認められる対
象は、 
 ② 報道機関 
 ③ 近隣の高等学校 
(3) 法律上は、著作権者の許諾が必要であるが日
本文藝家協会が容認している対象 
 ④ 大手予備校 










 ⑥ 中小の予備校、塾 
 ⑦ 次年度以降の受験希望者 
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月 12 日閲覧）. 
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